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第41回
労働リーダーシップ
コース報告 '10 年1月7～23 日
2010年１月7日（木）～23日（土）、第41回労働リーダーシップコースを開催した。
労働リーダーシップコースは一般的な研修とは異なり、知識の習得だけではなく合宿生活の中で寝食を共にした
「全人格的教育」を目的としている。
琴の演奏で始まった開校式では、平田校長が祝辞で「企業や産別の枠を越えて、よく学び、よく遊び、よき友を得て、
自らを高めていただきたい」と述べた。
その言葉どおり、「縦：歴史的背景を学ぶ、点：自分の立っている場について学ぶ、横：自分の住む世界の広がりにつ
いて学ぶ、深：自分の生きる基礎について学ぶ」という４本の柱に基づくカリキュラムとして知識を学び、特別プロ
グラムでは日本の伝統文化も体験し、合宿生活の中で仲間づくりに励み、ゼミナールでは労組・職場での課題につい
てディスカッションを重ねた。
1969年の開設以来、41年間、多くの労組リーダーが受講している。
今年も39名が受講し、修了生の累計は1382名となった。

職場の課題の
経験交流を行った
討論会

圓光寺での坐禅体験

英会話
交流会での阿波踊り

朝の散歩、体操

朝の散歩／砂防ダムにてファンタジー・グループ
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course

か
る
と
、
即
座
に
部
屋
に
呼
び
出
し
が

か
か
り
ま
す
）そ
し
て
ラ
ジ
オ
体
操
当
番

に
よ
る
朝
の
挨
拶
、
実
行
委
員
長
か
ら

の
連
絡
事
項
等
と
続
き
ま
す
。
第
41
回

で
は
級
長
の
発
案
で
、
ラ
ジ
オ
体
操
の

前
に
毎
日
ゼ
ミ
持
ち
回
り
で
一
言
発
言

す
る
機
会
を
作
り
ま
し
た
。
様
々
な
人

の
「
言
葉
」
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
人

と
な
り
を
理
解
す
る
の
も
早
か
っ
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
ラ
ジ
オ
体
操
第
１
だ

け
で
は
な
く
時
に
は
ラ
ジ
オ
体
操
第
２

も
行
い
ま
す
。
う
ろ
覚
え
の
ぎ
こ
ち
な

い
動
き
の
第
２
体
操
が
終
わ
る
と
、
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
周
辺
を
20
分
ほ
ど
か
け

て
散
歩
し
ま
す
。
朝
早
く
か
ら
の
ラ
ジ

オ
体
操
に
時
々
不
満
の
声
も
あ
が
り
ま

す
が
、
期
間
中
ほ
と
ん
ど
身
体
を
動
か

す
機
会
が
な
い
た
め
、
体
重
増
加
を
防

止
す
る
た
め
に
も
、
気
分
転
換
す
る
た

め
に
も
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
毎
年
、
雨
や
雪
で
室
内
で
の

ラ
ジ
オ
体
操
と
い
う
日
も
数
日
あ
り
ま

す
が
、
今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
毎
日

屋
外
で
ラ
ジ
オ
体
操
が
で
き
た
め
ず
ら

し
い
年
で
し
た
。

　

散
歩
の
後
は
、「
英
会
話
」
で
す
。
先

生
は
京
都
市
内
の
大
学
に
留
学
し
て
い

る
ア
メ
リ
カ
人
留
学
生
で
す
か
ら
、
専

門
の
勉
強
を
し
た
専
門
家
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
「
英
会
話
」
は
英
語
習
得

の
た
め
と
い
う
よ
り
、
留
学
生
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
に
よ
り
英

語
に
親
し
み
を
持
つ
こ
と
、
そ
し
て
留

学
生
と
の
文
化
交
流
を
主
目
的
に
し
て

い
ま
す
。
初
め
は
緊
張
し
て
よ
そ
よ
そ

し
か
っ
た
雰
囲
気
も
、
全
７
回
が
終
了

す
る
こ
ろ
に
は
英
語
と
日
本
語
を
取
り

混
ぜ
な
が
ら
楽
し
げ
に
話
を
し
て
い
る

姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

朝
食
を
挟
ん
で
、
い
よ
い
よ
午
前
の

講
義
で
す
。
基
本
的
に
午
前
１
講
義
、

午
後
１
講
義
、
時
に
は
夜
に
も
講
義
が

あ
り
ま
す
。
講
義
の
司
会
進
行
は
講
義

毎
に
決
め
た
「
座
長
」
が
行
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
講
師
と
講
義
の
進
め
方
の

打
合
せ
も
行
い
ま
す
。
講
義
中
は
、
最

初
の
挨
拶
、
講
師
の
紹
介
、
そ
し
て
質
疑

応
答
時
の
司
会
も
座
長
の
仕
事
で
す
。

人
前
に
立
っ
て
司
会
進
行
を
す
る
の
は

な
か
な
か
緊
張
す
る
も
の
だ
と
思
い
ま

す
が
、
組
合
役
員
は
人
前
で
話
す
の
に

慣
れ
て
い
る
人
が
多
く
、
講
義
の
最
後

に
一
言
二
言
感
想
を
述
べ
る
余
裕
の
あ

る
人
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
午
前

の
講
義
が
終
わ
る
と
昼
食
で
す
。
２
週

間
半
と
い
う
長
丁
場
の
中
で
楽
し
み
な

の
が
食
事
で
す
。
昼
食
と
夕
食
を
合
わ

せ
る
と
、
20
回
以
上
食
事
の
機
会
が
あ

　

北
は
福
島
県
か
ら
南
は
熊
本
県
ま
で
。

平
均
年
齢
38
・
２
歳
。
総
勢
39
名
、
う

ち
女
性
１
名
。
出
身
地
も
出
身
組
合
も

違
う
人
達
が
、
偶
然
に
も
、
2
0
1
0

年
１
月
７
日
、
大
き
な
荷
物
を
抱
え
て

こ
れ
か
ら
２
週
間
半
生
活
を
共
に
す
る

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
集
合
し
ま
し

た
。「
年
年
歳
歳
花
相
似
た
り
、
歳
歳
年

年
人
同
じ
か
ら
ず
」。
そ
の
と
き
に
咲
く

花
は
だ
い
た
い
似
た
花
が
咲
い
て
い
る
、

し
か
し
、
そ
こ
に
集
う
、
出
会
う
人
は

か
な
ら
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
と
い
う

意
味
で
す
。
初
代
校
長
の
竹
中
先
生
が

開
校
式
の
式
辞
で
お
し
ゃ
っ
て
い
た
言

葉
で
す
。
開
校
式
当
日
の
、
緊
張
し
て

ち
ょっ
ぴ
り
張
り
詰
め
た
姿
は
毎
年
同

じ
様
に
見
え
ま
す
が
、
そ
こ
に
集
っ
た

人
々
は
毎
年
違
い
ま
す
。
２
週
間
半
の

う
ち
に
、
各
期
で
全
く
違
っ
た
雰
囲
気

が
出
来
上
が
り
ま
す
。

　

こ
の
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス

は
、
受
講
生
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
し

て
い
く
の
が
特
徴
で
す
。
各
ゼ
ミ
か
ら

２
名
選
出
す
る
「
実
行
委
員
会
」、「
ラ

ジ
オ
体
操
当
番
」、
講
義
の
時
に
司
会
進

行
を
行
う
「
座
長
」、
討
論
会
の
進
行
役

「
討
論
会
実
行
委
員
会
」
な
ど
、
受
講
生

が
必
ず
何
か
の
役
割
を
担
い
ま
す
。
実

行
委
員
10
名
の
中
か
ら
１
名
、
級
長
も

選
び
ま
す
。
こ
の
級
長
を
中
心
に
、
事

務
局
か
ら
の
お
仕
着
せ
で
は
な
く
、
主

体
的
に
物
事
を
考
え
て
運
営
し
て
い
く

こ
と
で
、
自
分
達
で
作
り
上
げ
た
第
41

回
コ
ー
ス
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
強
く

芽
生
え
る
よ
う
で
す
。
実
際
、
受
講
生

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
「
参
加
者
意
識
が

高
ま
る
」「
持
ち
回
り
で
役
を
つ
け
る
こ

と
で
、
意
識
が
高
ま
り
、
充
実
し
た
講

義
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
の
回
答
を

得
て
い
ま
す
。

▼
コ
ー
ス
の
１
日

　

こ
こ
で
、
コ
ー
ス
の
１
日
を
紹
介
し

ま
す
。
ま
ず
、
朝
７
時
の
ラ
ジ
オ
体
操

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
全
員
も
れ
な
く
集

合
し
て
い
る
か
否
か
班
長
が
点
呼
を
と

り
ま
す
。（
集
合
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ

開校式

年
年
歳
歳
花
相
似

歳
歳
年
年
人
不
同
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ま
す
が
、
メ
ニ
ュ
ー
が
重
な
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
厨
房
の
方
々
の
努
力

に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。

　

昼
食
の
後
は
午
後
の
講
義
ま
で
休
憩
。

こ
の
休
憩
時
間
を
使
っ
て
、
周
辺
の
お
寺

を
見
学
し
た
り
、
時
に
は
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

ま
と
め
の
作
業
を
す
る
受
講
生
も
い
ま

す
。
午
後
の
講
義
30
分
前
に
な
る
と
、
実

行
委
員
会
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
実
行
委

員
会
で
は
、
例
え
ば
２
週
目
に
行
う
「
交

流
会
」
の
進
め
方
や
、
受
講
生
か
ら
の
意

見
要
望
に
つ
い
て
検
討
す
る
な
ど
、
運
営

に
関
す
る
ほ
と
ん
ど
の
こ
と
を
決
定
し
、

必
要
が
あ
れ
ば
事
務
局
に
要
望
を
出
し
た

り
し
ま
す
。
コ
ー
ス
運
営
の
要
と
も
言

え
ま
す
。

の
絵
を
描
く
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
・
グ
ル
ー

プ
」、
茶
道
の
作
法
よ
り
お
茶
を
楽
し
む

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
お
茶
室
体
験
」、

日
頃
の
運
動
不
足
を
感
じ
な
が
ら
も
仲

間
と
励
ま
し
合
って
鞍
馬
山
を
登
る
「
鞍

馬
山
散
策
」、
そ
し
て
労
働
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
コ
ー
ス
の
修
了
生
全
員
が
楽
し

か
っ
た
と
言
う
に
違
い
な
い
「
交
流
会
」

が
あ
り
ま
す
。「
交
流
会
」
は
コ
ー
ス
期

間
中
の
ち
ょ
う
ど
折
り
返
し
地
点
に
あ

た
る
２
週
目
の
水
曜
日
に
行
い
ま
す
。

少
々
、
羽
目
を
外
す
姿
も
見
ら
れ
ま
す

が
、
こ
の
「
交
流
会
」
を
き
っ
か
け
に
、

そ
れ
ま
で
よ
そ
よ
そ
し
か
っ
た
雰
囲
気

が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
り
ま
す
。
受
講
生
同

士
の
結
束
が
固
ま
り
、
仲
間
意
識
が
よ

り
深
ま
る
こ
と
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
未
来
︵
あ
す
︶へ
の
誓
い

　

２
週
間
半
が
終
わ
る
最
終
日
、
受
講

生
は
皆
、
様
々
な
言
葉
を
残
し
て
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
を
去
り
ま
す
。
第
41
回
期

生
は
、
「
未
来
（
あ
す
）への
誓
い
」
と
い

　

そ
の
後
は
、
午
後
の
講
義
、
夕
食
、
時

に
は
夜
の
講
義
と
１
日
が
過
ぎ
て
い
き
ま

す
。
１
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
す
べ
て
終

わ
っ
た
後
は
、
自
由
時
間
で
す
。
ラ
ウ
ン

ジ
で
は
飲
み
物
を
持
ち
寄
っ
て
情
報
交
換

を
行
っ
た
り
、
３
週
目
に
入
る
と
ゼ
ミ
毎

に
集
ま
り
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
ま
と
め
の
作
業

を
行
う
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
合
宿

な
ら
で
は
の
光
景
で
す
。

▼
充
実
し
た
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
は
講

義
だ
け
で
は
な
く
、
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
特
徴
の
ひ
と
つ
で
す
。
１
日
の
流
れ
で

紹
介
し
た
「
英
会
話
」の
他
に
、
討
論
会

実
行
委
員
会
で
決
め
た
複
数
の
テ
ー
マ

の
中
か
ら
自
分
が
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ

の
テ
ー
ブ
ル
に
赴
き
結
論
を
出
す
こ
と

な
ど
に
と
ら
わ
れ
ず
自
由
に
討
論
し
合

う
「
討
論
会
」、
職
場
や
組
合
で
の
課
題

を
議
論
す
る
「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」、
ま
だ
夜

も
明
け
き
ら
な
い
早
朝
禅
寺
へ
出
か
け

行
う
「
坐
禅
体
験
」、
何
も
話
を
せ
ず
に

指
を
使
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
で
自
由
に
一つ
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第
41
回 

労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス 

個
人
レ
ポ
ー
ト
テ
ー
マ

１
月
22
日
、
本
コ
ー
ス
の
集
大
成
で
あ
る
「
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
ま
と
め
」
で
ゼ
ミ
毎
に
個
人
レ
ポ
ー

ト
の
発
表
、
そ
し
て
全
体
で
各
ゼ
ミ
の
ま
と
め

の
発
表
を
行
っ
た
。
コ
ー
ス
期
間
中
、
計
４
回

に
わ
た
り
職
場
・
組
合
で
の
課
題
を
討
議
し

合
っ
た
成
果
で
あ
る
個
人
レ
ポ
ー
ト
の
テ
ー
マ

は
以
下
の
と
お
り
。

★
平
田
ゼ
ミ
「
労
働
組
合
と
人
間
」（
８
名
）

テ
ー
マ
「
職
業
と
人
生
の
意
味
を
考
え
る
」

指
導
講
師
：
平
田
哲
・
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

コ
ー
ス
校
長
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
ジ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
代
表
）

「
職
業
と
人
生
の
意
味
を
考
え
る
」（
塗
師
尾
充
・

ト
ヨ
タ
車
体
労
組
執
行
委
員
）、「
今
後
の
組
合

活
に
お
け
る
課
題
解
決
に
向
け
て
」（
野
口
進
・

全
本
田
労
連
中
央
執
行
委
員
）、「
生
き
が
い
、

働
き
が
い
と
労
働
組
合
の
取
り
組
み
」（
冨
田
悟

史
・
マ
ツ
ダ
労
組
第
８
組
織
部
長
）、「
職
業
と

人
生
の
意
味
を
考
え
る
」（
吉
岡
圭
一・
富
士
重

工
労
組
常
任
執
行
委
員
）、「
労
働
組
合
と
人
間

～
職
業
と
人
生
の
意
味
を
考
え
る
～
」（
小
島
克

元
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
Ａ
Ｖ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス

労
組
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支
部
福
島
地
区
書
記
長
）、

「
社
会
貢
献
活
動
と
労
働
組
合
」（
村
林
正
樹
・

富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル
労
組
中
央
執
行
委
員
）、「
労

働
組
合
の
政
治
団
体
設
立
に
対
し
て
組
合
員
の

理
解
」（
赤
松
浩
・
神
戸
製
鋼
所
労
組
神
戸
支
部

執
行
委
員
）、「
職
業
と
人
生
の
意
味
を
考
え
る
」

（
田
邊
新
庫
・
全
労
済
大
阪
府
本
部
係
長
）

閉校式で答辞を述べる河野級長

お茶室体験（冨山ゼミ）
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う
決
意
表
明
を
残
し
て
い
き
ま
し
た
。「
こ

れ
か
ら
も
多
く
の
課
題
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
前
に
進
む
心
を
持
ち
続
け
て
歩
ん

で
い
く
こ
と
を
自
ら
に
課
し
、
時
に
辛
く

と
も
今
回
の
出
会
い
を
心
の
支
え
に
し
て

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。」「
人
と
の
出
逢
い

を
活
か
し
、
働
く
人
が
明
日
も
元
気
に
働

き
た
い
と
思
え
る
よ
う
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」「
広
い

視
野
、
考
え
方
を
も
つ
組
合
役
員
に
な
る

よ
う
努
力
し
ま
す
。」
な
ど
な
ど
、
こ
こ

で
は
紹
介
し
き
れ
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
の

思
い
が
詰
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

修
了
生
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
で

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
次
回
ど

の
よ
う
な
方
々
が
参
加
さ
れ
る
か
今
か
ら

楽
し
み
で
す
。

★
香
川
ゼ
ミ
「
労
働
組
合
と
世
界
」（
７
名
）

テ
ー
マ
「
21
世
紀
国
際
社
会
に
お
け
る
労
働
組

合
の
役
割
」

指
導
講
師
：
香
川
孝
三
・
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
コ
ー
ス
副
校
長
（
大
阪
女
学
院
大
学
副
学
長
）

「
海
外
生
産
・
海
外
事
業
展
開
に
お
け
る
労
働

組
合
の
あ
り
方
」（
德
永
英
人
・
本
田
技
研
労

組
浜
松
支
部
書
記
次
長
）、「
海
外
駐
在
者
の
処

遇
問
題
（
組
合
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
向

上
）
に
つ
い
て
」（
山
口
俊
明
・
ダ
イ
ハ
ツ
労

組
組
織
教
育
局
部
長
）、「
海
外
事
業
所
に
お
け

る
労
使
紛
争
に
対
し
て
、日
本（
本
社
）
の
労
組

と
し
て
ど
う
対
応
す
る
か
」（
藁
科
健
一・
ヤ

マ
ハ
発
動
機
労
組
中
央
執
行
委
員
）、「
真
の
グ

ロ
ー
バ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
を
目
指
す
に
あ
た
っ

て
」
（
岩
脇
寛
己
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
電
工
労
組

中
央
執
行
委
員
）、「
国
際
労
使
紛
争
」
（
三
田

晃
司
・
三
洋
電
機
労
組
大
東
事
業
所
支
部 

書
記

長
）、「
労
働
組
合
と
世
界 

～
21
世
紀
国
際
社
会

に
お
け
る
労
働
組
合
の
役
割
～
」（
松
中
春
樹
・

コ
マ
ツ
ユ
ニ
オ
ン
本
社
営
業
支
部
副
執
行
委
員

長
）、「
海
外
生
産
拠
点
を
持
つ
労
働
組
合
の
あ

り
方
」
（
阿
曽
正
之
・
三
菱
電
線
工
業
労
組
箕
島

支
部
執
行
委
員
）

★
石
田
ゼ
ミ
「
労
働
組
合
と
職
場
」（
８
名
）

テ
ー
マ
「
労
働
組
合
機
能
の
再
発
見
と
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
の
展
望
」

指
導
講
師
：
石
田
光
男
・
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
コ
ー
ス
運
営
委
員
（
同
志
社
大
学
教
授
）

「
現
在
の
本
田
労
組
熊
本
支
部
の
課
題
か
ら
見

る
、
役
員
と
し
て
の
反
省
と
課
題
」（
今
村
賢

治
・
本
田
技
研
労
組
熊
本
支
部
書
記
次
長
）、「
労

働
組
合
機
能
の
再
発
見
と
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
展

望
」（
原
田
悟
・
マ
ツ
ダ
労
組
第
６
組
織
部
長
）、

「
労
使
関
係
か
ら
考
え
る
労
働
組
合
の
役
割
り

と
は
」（
河
野
勝
巳
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
Ａ
Ｖ
Ｃ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
労
組
直
轄
支
部
委
員
長
）、

「
こ
れ
か
ら
の
組
合
活
動
に
つ
い
て
」（
小
川
道

久
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

労
組
八
日
市
支
部
書
記
長
）、「
労
使
に
お
け
る

『
労
働
時
間
の
短
縮
』
と
い
う
意
義
の
あ
り
方

に
つ
い
て
」（
平
尾
正
寛
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
電

工
労
組
東
部
総
合
支
部
書
記
長
）、「
会
社
施
策

に
対
す
る
労
働
組
合
の
関
わ
り
方
」（
野
川
正

明
・
三
菱
重
工
労
組
横
製
支
部
教
広
部
長
）、「
労

働
組
合
と
職
場
」（
忍
田
功
・
古
河
グ
ル
ー
プ

労
連
日
光
地
区
支
部
副
書
記
長
）、「
労
働
組
合

の
経
営
対
策
活
動
の
強
化
に
つ
い
て
」（
中
村

剛
典
・
全
労
済
中
日
本
事
業
本
部
係
長
）

★
中
田
ゼ
ミ
「
労
働
組
合
と
社
会
」（
８
名
）

テ
ー
マ
「
仕
事
と
処
遇
～
納
得
性
の
あ
る
給
与

の
決
め
方
と
水
準
」

指
導
講
師
：
中
田
喜
文
・
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

コ
ー
ス
運
営
委
員
（
同
志
社
大
学
大
学
院
教
授
）

「
自
社
の
賃
金
体
系
に
つ
い
て
」（
君
島
裕
之
・
全

本
田
労
連
中
央
執
行
委
員
）、「
山
口
マ
ツ
ダ
に
お

け
る
賃
金
の
特
徴
／
課
題
／
改
善
方
法
」（
戸
村

伸
一
郎
・
全
国
マ
ツ
ダ
労
連
事
務
局
次
長
）、「
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
賃
金
体
系
と
そ
の
課
題
」（
井
上
昭

男
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
本
社
総
合
労
組
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
支
部

書
記
長
）、「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
電
工
に
お
け
る
賃
金
の

特
徴
と
課
題
に
つ
い
て
」（
田
島
照
敏
・
パ
ナ
ソ
ニッ

ク
電
工
労
組
本
社
総
合
支
部
書
記
長
）、「
自
組

織
に
お
け
る
あ
る
べ
き
賃
金
体
系
と
水
準
を
考
え

る
」（
小
出
圭
介
・
パ
ナ
ホ
ー
ム
労
組
中
央
執

行
委
員
）、「
三
洋
電
機
の
賃
金
体
系
」（
澤
田
茂
・

三
洋
電
機
労
組
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
支
部
書
記
長
）、

「
人
事
・
賃
金
制
度
の
課
題
と
方
策
に
つ
い
て
」

（
川
田
和
広
・
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
千
葉
労
組
執

行
委
員
）、「
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
の
賃
金
制
度
に

つ
い
て

－
製
造
現
場
に
お
け
る
月
例
給
与
お

よ
び
賞
与
の
水
準
と
は－

」（
平
野
浩
明
・
Ｊ

Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
倉
敷
労
組
執
行
委
員
）

★
冨
田
ゼ
ミ
「
労
働
組
合
と
働
き
方
」（
８
名
）

テ
ー
マ
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」

指
導
講
師
：
冨
田
安
信
・
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
コ
ー
ス
運
営
委
員
（
同
志
社
大
学
教
授
）

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」（
前
中
精
二
・

日
産
労
連
労
組
活
動
推
進
局
神
奈
川
ブ
ロ
ッ
ク

副
ブ
ロ
ッ
ク
長
）、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
」
（
杉
野
達
也
・
本
田
技
研
労
組
鈴
鹿
支

部
書
記
次
長
）、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
」（
砂
本
洋
二
・
富
士
シ
ー
ト
労
組
執
行
委

員
）、
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現

に
向
け
て
」
（
澤
田
順
一
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
Ａ
Ｖ

Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
労
組
シ
ス
テ
ム
支
部
書
記

長
）、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」（
下

宮
有
理
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
電
工
労
組
中
央
執
行

委
員
）、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
Ｗ

Ｌ
Ｂ
）」（
鈴
木
智
秀
・
三
洋
電
機
労
組
東
京
製

作
所
支
部
副
委
員
長
）、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
」（
渡
辺
雅
也
・
コ
マ
ツ

ユ
ニ
オ
ン
大
阪
支
部
書
記
長
）、「
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」（
片
岡
健
太
朗
・
三
菱
重

工
労
組
広
島
支
部
組
織
部
長
）

閉会式後の記念撮影
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金
属
労
協
は
、
１
９
６
４
年
５
月
に
国
際
金

属
労
連
日
本
協
議
会
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ

－Ｊ
Ｃ
）
と
し

て
結
成
さ
れ
た
が
、
い
ち
早
く
組
合
リ
ー
ダ
ー

教
育
を
着
目
、
結
成
３
年
後
か
ら
長
期
の
労
働

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
を
継
続
し
て
今
日
ま

で
毎
年
開
催
し
て
い
る
こ
と
は
誠
に
意
義
深
い

も
の
が
あ
る
。
３
週
間
近
く
、
寝
食
を
共
に
し

て
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
て
い
る
労
働
組
合
は
世

界
で
も
稀
で
あ
る
。
40
名
近
い
労
働
組
合
リ
ー

ダ
ー
が
共
同
生
活
を
し
な
が
ら
、
仲
間
意
識
を

深
め
、
幅
広
い
知
識
と
問
題
意
識
を
深
め
、
未

だ
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
交
流
が
緊
密

に
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
今
回
も
校
長
と

し
て
務
め
つ
つ
、
ゼ
ミ
で
は
「
職
業
と
人
生
」

の
意
味
に
つ
い
て
み
ん
な
で
興
味
の
あ
る
本
を

通
し
な
が
ら
考
え
た
。
み
ん
な
が
主
役
と
な
っ

て
、
労
働
運
動
の
原
点
で
あ
る
「
自
己
の
人
間

性
の
回
復
」
につい
て
考
え
た
。

　

私
自
身
が
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
の
労
働

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
に
関
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
今
か
ら
40
年
ほ
ど
前
の
こ
と

で
あ
る
。
大
阪
の
中
小
企
業
の
密
集
し
て
い
る

十
三
で
、
未
組
織
労
働
者
の
た
め
に
、
労
働
学

校
を
毎
年
３
週
間
く
ら
い
開
い
て
い
た
。
当
時
、

私
は
「
労
働
牧
師
」
と
云
わ
れ
て
い
た
。
日
立

造
船
で
働
き
な
が
ら
、
労
働
者
の
生
活
状
況
全

体
を
少
し
で
も
良
く
し
よ
う
と
試
み
た
。
青
白

い
大
学
生
が
油
と
埃
に
ま
み
れ
て
、
労
働
者
の

生
き
様
を
少
し
で
も
体
験
し
よ
う
と
し
て
飛
び

込
ん
で
いっ
た
の
で
あ
る
。
関
西
学
院
大
学
と

同
志
社
大
学
の
神
学
部
が
協
力
し
て
、
関
西
労

働
者
伝
道
委
員
会
を
組
織
し
、
そ
の
イ
ン
タ
ー

ン
生
の
第
１
回
に
応
募
し
て
得
難
い
経
験
を
さ

せ
て
も
らっ
た
。
そ
の
結
果
、
今
日
の
労
働
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
の
礎
に
貢
献
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
の
企
業
が
ア
ジ
ア
に
進
出
し
て
い
る
中

で
ア
ジ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
新
た
に

組
織
し
て
、
ア
ジ
ア
の
労
働
者
が
“
よ
り
人
間

ら
し
い
”
生
活
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
働
き
か

け
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
Ｉ
Ｍ
Ｆ

－Ｊ
Ｃ
の
労
働
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
が
益
々
充
実
強
化
さ
れ
、

本
来
の
目
的
が
果
た
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。

ゼミナール担当講師のコメント１

労働リーダーシップコース校長／
アジアボランティアセンター代表

平田　哲 （ひらた・さとし）

受講生代表コメント

平田ゼミ

人生の種として役立てたい
　日常の業務を離れ、京都の自然豊かで静
かな環境の中、産別を越えた仲間・講師の
先生・ＪＣ事務局・セミナーハウスの方々と知り合えた労働リー
ダーシップ研修から早半年。私は研修が終わり、現実の社会（職場）
に慣れるまでしばらく時間が掛かりました。今振り返ると3週間
の出来事は、私にとって大変充実した影響力のあるものでした。
　私が属した平田ゼミは、『労働組合と人間』をテーマに、産別を
越えた個性豊かな、超～まじめなメンバーの集団で！毎晩遅くま
で議論をしました。その一方で交流会では日頃のストレスを発散
するかごとく、一致団結して披露した仮装芸は今でも忘れられま
せん。
　また、平田校長をはじめ、大学教授の方々から受けた講義は、
今まで考えたことも無かったような話や、世界・社会・産業の専
門分野のお話を受講することが出来て本当に良かったです。
　教養を高め、自然を体感し、人間関係を玉成するこのような研
修に参加出来たことはこれからの組合活動だけではなく、人生の
種として役立てたいと思います。最後に平田ゼミのトシさん・オジ・
ムラッチ・トミさん・マッチョ・グッサン・ナベッチ　再会を楽
しみにしています。そして、この研修にご尽力いただいた皆様の
ご健勝を祈念いたします。

平田ゼミ・班長／
富士重工労組常任執行委員

吉岡 圭一 よしおか・けいいち

仲間との出会いは有形無形の財産
　第41回労働リーダーシップコースに参加して早く
も半年が過ぎました。
　開校式当日を振り返ると正月の連休が明けて間もない1月7日、全く知ら
ない仲間と長期間に渡り寝食を共にし、研修を受ける事への一抹の不安と緊
張感を覚えながら雪の降る京都の地に赴きましたが「大事な時期に持ち場を
離れ、産別を越えた仲間と講義を受け、夜遅くまで議論し、寝る間を惜しん
で課題テーマをまとめる。職場に戻ると山のようなメールと仕事がごっそり。
･･･人生の中でこんな経験できる事は幸せ。自然に恵まれたこの比叡山の麓
で出会った仲間と時間を共有しお互いに影響を受けて･･･閉校式では別れが
辛くて泣けるくらいに･･･。」と講師、事務局の皆様のお話の通り、38名の仲
間との出会いは自分にとって有形無形の財産となり、また多分野に渡る講義
やデスカッションは自助力を養う良い機会となりました。
　また、平田ゼミでは「職業と人生の意味を考える」をテーマに平田先生の指
導のもと、ゼミのメンバー７人と共に壁にぶつかりながら、ひとりひとりの
価値観や人生観、職業観、組合観を尊重し、夜遅くまで真摯 !?に議論を重ね
る中で、日々の繁忙感で損なわれた人間性の回復が必要だとお互いに気付い
た事が大きな成果だと感じています。
　最後に平田校長をはじめ講師の先生方、事務局の皆さん、関西セミナーハ
ウスの皆さんそして41期受講生の仲間に心から感謝すると共に、今後も仲
間とよく学び、話し、笑い、歩く !?セミナーとして益々発展される事を念じ
つつ筆を置きます。ありがとうございました。

平田ゼミ・副班長／
トヨタ車体労組執行委員

塗師尾　充 としお・みつる

平田ゼミ
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受講生代表コメント

　

香
川
ゼ
ミ
で
は
、
海
外
と
か
か
わ
る
労
働

組
合
の
活
動
を
め
ぐ
る
諸
問
題
の
中
か
ら
、

３
つ
の
テ
ー
マ
を
ゼ
ミ
生
に
選
択
し
て
も

ら
っ
て
、
全
員
で
議
論
し
つ
つ
、
レ
ポ
ー
ト

に
ま
と
め
、
そ
れ
を
発
表
し
て
も
らった
。

　

今
回
は
初
め
て
、
海
外
に
進
出
し
た
先
で

の
労
使
紛
争
を
と
り
あ
げ
た
。
最
近
日
系
企

業
で
労
使
紛
争
が
多
発
し
て
い
る
。
企
業
側

の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
労
使
紛
争
が
報
道
さ

れ
る
こ
と
を
嫌
う
傾
向
に
あ
る
が
、
そ
れ
で

も
労
使
紛
争
が
報
道
さ
れ
る
の
は
、
問
題
が

深
刻
化
し
て
、
こ
じ
れ
て
解
決
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

な
に
が
原
因
で
紛
争
が
生
じ
て
い
る
の
か
、

紛
争
が
長
引
く
場
合
、
ど
う
し
て
長
引
く
の

か
、
早
期
の
解
決
が
な
ぜ
で
き
な
か
っ
た
の

か
、
日
本
側
の
経
営
側
の
対
策
に
問
題
は
な

か
っ
た
の
か
、
日
本
側
の
労
働
組
合
は
ど
う

対
応
す
べ
き
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
議
論

さ
れ
て
き
た
。

　

特
に
、
日
本
側
の
労
働
組
合
は
現
地
の
労

働
組
合
と
日
常
的
に
接
触
し
て
い
な
い
場
合

が
多
く
、
ど
う
対
応
し
た
ら
い
い
の
か
分
か

ら
ず
、
企
業
側
に
同
調
し
て
し
ま
う
場
合
も

あ
り
う
る
。
連
合
や
Ｉ
Ｍ
Ｆ

－Ｊ
Ｃ
が
調
停

に
乗
り
だ
し
て
解
決
に
い
た
る
場
合
も
あ

る
。
そ
れ
で
も
解
決
に
い
た
ら
な
い
場
合
も

あ
る
。
も
し
日
常
の
活
動
と
し
て
現
地
の
労

働
組
合
と
の
接
触
が
あ
れ
ば
、
労
働
組
合
と

し
て
解
決
に
貢
献
で
き
る
可
能
性
が
高
く
な

る
の
で
は
な
い
か
。

　

日
本
の
労
働
組
合
は
そ
の
よ
う
な
視
点
で

国
際
的
な
活
動
を
す
れ
ば
い
い
の
か
の
原
点

は
な
に
か
。
ゼ
ミ
生
と
議
論
し
な
が
ら
、
そ

ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
企
業
の
海
外
進

出
は
継
続
し
て
い
く
か
ぎ
り
、
こ
の
問
題
が

続
い
て
い
く
、
次
回
以
降
も
こ
の
問
題
を

探って
い
き
た
い
と
思って
い
る
。
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労働リーダーシップコース副校長／
大阪女学院大学副学長

香川 孝三 （かがわ・こうぞう）

香川ゼミ

業種を超えた多くの仲間との出会い
　今回「第41回労働リーダーシップコース」
に参加が決まったとき、このチャンスを活かし
少しでも多くのことを吸収しようと決意をしたことを覚えています。
　今回、香川ゼミということで国際運動論を学ばせていただきました
が、いままでの自分の視野の狭さに気付かされ、新たな知識を吸収す
ることができ、学ぶ楽しさを感じることが出来ました。そこには香川
先生の人柄も大きく寄与しており、ゼミでの一体感につながったと考
えています。
　また知識・感性以外の財産として、業種を越えた多くの仲間との出
会いがあります。それはこの研修に参加した全員が感じていることだ
とは思いますが、私のもう一つの目標が、研修期間中にゼミの参加者
全員とコミュニケーションを取ることでした。結果は早い段階で達成
することができ （一部迷惑に感じている方もいるかもしれませんが…）、
その中でも特に香川ゼミの仲間とは毎晩（強制的？）語り明かし年齢・
組織関係なく、様々なことを相談できる貴重な仲間となりました。
　今現在、今回学んだ知識や仲間とのつながりが活動に反映できてい
るかどうかは自分自身まだ分かりませんが、この研修が自分の財産に
なったことは間違いなく少しでも早く、組合活動に反映できるよう取
り組んでいきます。
　最後にこの研修に携わった、事務局を始め、講師・セミナーハウスの
職員の皆様、本当にありがとうございました。

香川ゼミ・副班長／
本田技研労組浜松支部書記次長

徳永 英人 とくなが・ひでと

出会えて良かった！
　第41回労働リーダーシップコースを受講し、
私も多くの方が感じている様に、新しい仲間、
様々な考え方などに触れ合うことができ、本当に有意義な時間を過ご
すことができました。とくにゼミにおいて、多くの時間を、仲間とと
もに過ごすことができ、時には熱くなりながらも、それぞれの立場
から意見を出し合い、話し合うことで、いままで持ち合わせていなかっ
た経験・知識に出会うことができ、素晴らしい時間であったと感じて
います。一言で表現すると、“出会えて良かった！”という気持ちです。 
　話しは変わりますが、先日、大阪周辺の一部のメンバーで同窓会
をしました。モチベーションが上がるいい会でしたよ！リーダーシッ
プコースに参加したから得れた財産ですね。感謝しています。
　労働組合の活動は、「組合員のライフデザインの一端を担うもの」
でもあり、責任の大きいものですが、いままで蓄積されてきた活動
を基盤としながらも、環境の変化に対応することができるフレキシ
ブルな思考をもとに、全ての人が成長できる活動になるよう取り組
んで行きたいと思っています。
　事務局のみなさま本当にありがとうございました！

香川ゼミ・班長／
パナソニック電工労組中央執行委員

岩脇 寛己 いわわき・ひろき

香川ゼミ
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私
の
ゼ
ミ
で
は
例
年
「
労
働
組
合
と
職
場
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
た
め
、
経
済
社
会
の

変
化
が
職
場
に
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い

る
の
か
が
よ
く
わ
か
る
。
今
年
の
議
論
は
各

社
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
地
殻
変

動
に
対
し
て
、
生
産
調
整
だ
け
で
な
く
、
経

営
組
織
そ
の
も
の
の
改
革
を
通
じ
て
固
定
費

の
抜
本
的
削
減
と
短
期
間
で
の
収
益
確
保
の

方
策
が
経
営
側
か
ら
打
ち
出
さ
れ
、
そ
れ
を

受
け
て
労
働
組
合
は
い
か
に
対
応
す
べ
き
か

が
中
心
的
論
点
と
なった
。

　

経
営
が
求
め
る
改
革
は
、
組
織
再
編
あ
る

い
は
組
織
構
造
改
革
と
い
う
べ
き
抜
本
的
改

革
で
あ
る
た
め
に
、
組
合
員
の
勤
務
地
の
異

動
等
が
大
量
に
提
案
さ
れ
労
働
組
合
は
そ
の

処
理
に
追
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
職
場
状

況
が
参
加
者
か
ら
報
告
さ
れ
た
。
参
加
者
の

議
論
は
、
い
か
に
厳
し
く
と
も
、
こ
れ
ま
で

に
長
期
に
わ
た
っ
て
築
い
て
き
た
労
使
の
協

力
や
助
け
合
い
の
精
神
を
組
合
と
経
営
は

し
っ
か
り
と
確
認
す
る
こ
と
、
そ
れ
は
単
に

労
使
ト
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、
個
別
の
職
場
や

個
々
人
に
落
と
し
込
ん
で
、
そ
の
具
体
的
意

味
と
意
義
を
発
掘
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
な

活
動
に
な
る
と
い
う
も
の
で
あった
。

　

ま
こ
と
に
平
凡
な
結
論
で
あ
る
が
、
こ
の

平
凡
さ
が
非
凡
な
の
だ
。
雇
用
の
不
安
に
対

し
て
、
経
営
対
策
の
強
化
へ
、
そ
の
フ
ォ
ロ
ー

へ
の
注
力
へ
、
経
営
対
策
が
職
場
組
合
員
の

納
得
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
を
組
み
込

ん
だ
も
の
で
あ
る
か
の
細
心
の
注
意
、
こ
う

い
う
ベ
ク
ト
ル
が
日
本
の
労
使
関
係
に
強
く

働
く
と
い
う
の
が
日
本
の
持
つ
非
凡
さ
な
の

だ
。
こ
の
「
平
凡
の
非
凡
」
が
ど
こ
ま
で
グ

ロ
ー
バ
ル
競
争
に
耐
え
う
る
か
は
私
に
も
よ

く
分
か
ら
な
い
し
、
誰
に
も
分
か
ら
な
い
。

分
か
ら
な
い
な
か
で
、
ど
う
し
て
も
そ
う
な

る
、
と
い
う
の
が
そ
の
国
柄
で
あ
り
本
物
な

の
だ
。
そ
の
こ
と
を
大
切
に
し
た
い
と
思
う
。

　

私
の
勉
強
机
の
目
の
前
に
は
参
加
者
か
ら

送
ら
れ
た
大
き
な
卓
球
の
ラ
ケ
ッ
ト
が
鎮
座

し
て
い
る
。
元
気
で
明
る
い
仲
間
の
笑
顔
が

そ
の
中
央
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。

ゼミナール担当講師のコメント 3

労働リーダーシップコース運営委員
／同志社大学社会学部教授

石田 光男 （いしだ・みつお）

受講生代表コメント

石田ゼミ

自然に囲まれ“ Retreat”
　普通6ヶ月も経ってしまうと、大半のことは忘
れてしまうものなのですが、この2週間半の経験だけは、今でも昨日のこ
とのように思い出す印象深い出来事の連続でした。
　まず、オリエンテーション後の「グループ分け」＆「貿易ゲーム」でイン
パクト“大”の級長（我が班長）と出逢い、個人の意志など関係もなく副班長へ。
毎晩のように“議論”と称してはお酒の世界へと誘われ、毎朝、夢見心地
で寒空の下を散歩したものです。
　講義については、社会人になってしまった今となっては、ほとんど拝聴
することの出来ない内容ばかりで、時折、３Ｄの世界へ飛び立つこともあ
りましたが、興味深く勉強をさせて頂きました。（あの時、必死で舐めてい
た飴玉の味は一生忘れません！）
　石田ゼミにおいては、「労働組合と職場」というテーマについて「職場に
おける労働組合の役割」について真剣に議論をすすめました。産別を越え
て集った仲間が真剣に自社のことについて語る風景は、今まで産別内で議
論していた風景とは大きく異なり、非常に刺激を受け、「自分の職場に戻っ
たときに活動のヒントとなるものを何か１つでも見つけて帰りたい！」、そ
のような想いで議論に参画していたことを思い出します。
　このリーダーシップコースで得た経験は基より、出逢うことの出来た仲
間との貴重な時間を糧に日々精進して参りたいと思います。次年度以降も“活
きの良い”方々が“Retreat”しに集ってくることを心より祈念申し上げ、
ご挨拶とさせて頂きます！　本当にありがとうございました。

石田ゼミ・副班長／
パナソニック電工労働組合
東部総合支部書記長

平尾 正寛 ひらお・まさひろ
「人との出会い、語らい」が人生を変えることも…
　このコースは、『時代の求める労働組合の役割』というテー
マに基づく貴重な講義と、世界さらには宇宙という観点での
多岐にわたるプログラム構成および、非常に個性的な講師の方々との出会いは、今ま
で経験したことがないほどの充実した学びと数多くの気づきがありました。
　また、交流会の余興やゼミナール活動では、夜遅くまで仲間と真剣な論議で、友情
と連帯の絆、強固な結束力によるチームワークが生まれました。
　私の体験からも、その時々の人との出会い、語らいが自らの考え方や意識を変える
力を持っており､その後の生き方や人生に大きな影響を受けたことがありました。
　私もこの期間中、多くの仲間と出来るだけ出会い、語らいの場を持ち､『人の生き
方や人生に影響を与える男』になりたいという気持ちを持って参加しました。
そういう意味では､この第41回労働リーダーシップコースを受講した我々39名の受
講生とは、一緒に学び、遊び、語らい、笑い､泣き、良い意味でも悪い意味でも少し
は影響を与えることが出来たのであればと思っています。逆に、私自身もいろんな人
からいろいろなことを吸収させて頂きました。その学びを今後の組合活動にそして人
生に役立てていきたいと思います。
　最終日には、朝の所感で申し上げた言葉をもう一度仲間に送りたいと思います。
あなたは、一流のリーダーとはどのような人のことだと思いますか？
三流のリーダーは、次世代に『金』を残す。
二流のリーダーは、次世代に『事業』を残す。
一流のリーダーは、次世代に『人』を残す。
常に、一流のリーダーを目指して努力していく自分であり続けたい。
この気持ちを忘れず、新しき労働組合活動の創造に向けて、共に頑張りましょう。

級長／石田ゼミ・班長／
パナソニックＡＶＣネットワークス
労組直轄支部委員長

河野 勝巳 かわの・かつみ

石田ゼミ
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受講生代表コメント

　

私
た
ち
の
ゼ
ミ
は
、「
仕
事
と
処
遇
～
納
得

性
の
あ
る
給
与
の
決
め
方
と
水
準
」
を
テ
ー

マ
に
、
ゼ
ミ
討
議
を
行
っ
た
が
、
今
年
も
例

年
ど
お
り
、
参
加
者
全
員
猛
烈
に
毎
回
課
題

に
取
り
組
み
、
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
た
。
と

り
わ
け
、
8
名
の
ゼ
ミ
生
が
1
つ
の
課
題
に

向
け
て
、
学
び
の
時
間
を
共
有
し
、
助
け
合
い
、

取
り
組
む
姿
に
感
銘
さ
せ
ら
れ
た
。

　

今
年
も
中
田
ゼ
ミ
活
動
は
、
こ
れ
ま
で
の

中
田
ゼ
ミ
の
伝
統
を
踏
襲
し
、
以
下
の
3
点

に
設
定
し
た
。

（
１
）給
与
の
多
様
な
意
味
を
理
解
す
る
こ
と

を
通
し
て
、
組
合
活
動
に
対
す
る
多
様
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
存
在
を
理
解
す
る
。（
組

合
活
動
の
社
会
性
の
理
解
）

（
２
）
日
本
の
給
与
の
決
ま
り
方
と
水
準
の
実

態
を
知
る
こ
と
で
、
そ
の
背
景
に
あ
る
普
遍

性
の
あ
る
ロ
ジ
ッ
ク
を
理
解
す
る
。（
給
与
の

社
会
性
の
理
解
）

（
３
）
そ
の
よ
う
な
実
態
と
ロ
ジ
ッ
ク
の
納
得

性
を
評
価
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
今
後
の
組

合
の
賃
金
政
策
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
考

え
を
ま
と
め
る
。 

　

こ
れ
ら
の
3
つ
の
目
的
に
向
け
、
5
回
の

ゼ
ミ
で
は
、
A・
各
自
が
所
属
す
る
組
織
の

賃
金
制
度
と
水
準
に
つい
て
理
解
す
る
。
B
・

他
の
参
加
組
織
の
賃
金
制
度
と
水
準
を
調
査

し
、
自
組
織
と
の
差
異
と
そ
の
理
由
を
検
討

す
る
。
C・
個
別
ゼ
ミ
メ
ン
バ
ー
の
報
告
を

全
員
で
総
括
し
、
J
C
参
加
の
大
手
企
業

に
お
け
る
賃
金
の
決
ま
り
方
と
そ
の
ロ
ジ
ッ

ク
、
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

に
と
っ
て
の
そ
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
ィ
メ
リ
ッ

ト
を
明
ら
か
に
す
る
。
D・
最
後
に
そ
の
ま
と

め
に
基
づ
き
、
自
組
織
の
賃
金
制
度
と
水
準
、

お
よ
び
背
景
に
あ
る
ロ
ジ
ッ
ク
を
評
価
し
、

自
組
織
に
と
っ
て
望
ま
し
い
賃
金
制
度
と
水

準
、
お
よ
び
そ
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
提
言
案
に
ま

と
め
る
、
と
言
う
以
上
の
4
つ
の
課
題
に
取

り
組
ん
だ
。

　

毎
日
様
々
な
授
業
に
出
席
し
、
さ
ら
に
は

早
朝
と
夜
に
も
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
こ
な

し
な
が
ら
の
「
過
酷
」
な
ゼ
ミ
活
動
に
も
関

わ
ら
ず
、
初
期
の
目
的
を
全
員
が
見
事
に
達

成
し
て
ゼ
ミ

活
動
を
終
了

し
た
。
ゼ
ミ

生
の
熱
意
と

努
力
に
感
銘

を
受
け
た
本

年
の
ゼ
ミ
活

動
で
あった
。
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労働リーダーシップコース運営委員／
同志社大学大学院教授

中田 喜文 （なかた・よしふみ）

中田ゼミ

仲間と出会い、またその出会いから
多くのことを学んだ
　労働リーダーシップコースが終了して、は
や半年が経とうとしている。約２週間に渡る期間、毎日早朝から深
夜まで学びながら、39名の仲間とともに寝食を共にしたことは、私
にとって予想以上に大きな経験となった。今でも、つい最近のこと
であったかのように思い起こされる。カリキュラムは多岐に渡る内
容であり、さらに講師陣はその分野の第一線の方が担当していただ
いたこともあり、たいへん充実したものであった。41回目という歴
史と共に、参加者全員がいかに期待されているのかということを感
じた。
　また、コースに参加するなかで特に感じたことは、「出会い」の大
切さであった。受講前は「講義や研修でしっかり学ぼう」という意
識であり、講義で得られるものも大きかったが、人との出会いのな
かで得たものもたいへん大きいと感じた。講義の内容やゼミのこと、
出身組織やプライベートなど昼夜問わず話あうことで仲が深まった
し、毎日寝不足ではあったが学ぶべき部分が数多くあった。
　第41期の仲間や、研修のスムーズ運営に尽力頂いただいた IMF-
JC事務局や関西セミナーハウスのスタッフ、講師陣の皆さま方には
心より感謝するとともに、今後もこの出会いを大切にしたい。

中田ゼミ・副班長／
三洋電機労組コーポレート支部書記長

澤田　茂 さわだ・しげる

産別を越えた仲間との出会い
　早いもので、労働リーダーシップコースを受
講してから半年が経ちましたが、この２週間半
のことを今でも鮮明に記憶しています。
　講義では、日々の活動の中では意識することの少ない日本の労働
運動の歴史や世界の労働事情に触れることができ、ゼミナールでは、
普段知ることのない他社の人事処遇制度、賃金体系について議論す
ることができました。この研修は、自らの視野を広げ、視点を高め
る非常に良い機会になりました。
　また、研修の間、講義やゼミナールで真剣に議論しましたし、交流
会では真剣に遊びました。茶室体験や座禅体験、鞍馬山散策も普段
は体験できない、貴重な機会となりました。この貴重な機会を共有し、
共に語り、寝食を共にした仲間は、他には代え難い存在となりました。
産別を越えて、このような仲間ができたことは非常に大きな財産と
なりました。
　最後になりますが、このような貴重な機会を与えていただいた、
IMF-JC、関西セミナーハウスの皆様、講師の方々に御礼を申し上げ
ます。
　また、２週間半の間、研修に専念できる環境をいただいた支部の
みなさんにも感謝します。ありがとうございました。

中田ゼミ・班長／
パナソニック本社総合労組ＣＩＳＣ支部書記長

井上 昭男 いのうえ・あきお

中田ゼミ
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労働リーダーシップコース運営委員
／同志社大学社会学部教授

冨田 安信 （とみた・やすのぶ）

受講生代表コメント

冨田ゼミ

多くの仲間と、
至高の時間を共有
　第41回労働リーダーシップ
コースが終了して、半年が経
過しました。比叡山の麓にあ
る「関西セミナーハウス」での約1ヶ月間弱の研修は、
今思えばあっという間の出来事でした。多くの仲間
と、経験豊富な先生方との濃密な時間は、私自身にとっ
て何物にも変えがたい大切な経験となっています。
　今回、私は冨田先生の指導のもと、ワーク・ライフ・
バランスについてゼミの仲間と議論を重ねました。
近年非常に注目されているテーマでありますが、個
人によって“ワーク・ライフ・バランスのあるべき姿”
が違うということに驚きと感動を持った事を今でも
忘れられません。それゆえに、議論は白熱しましたが、
徹底して意見を交じわすことで、お互いの理解を深
め、多くの気づきを得ることができたと確信します。
　真冬の京都で過ごした「関西セミナーハウス」で
の3週間は、多くの仲間と熱く深く語りあえた至高
の時間でした。これからもこの経験を励みに、頑張っ
ていきたいと考えます。
　最後になりますが、IMF-JC労働リーダーコース
を支えていただいた講師の先生方、JC事務局の皆
さま、関西セミナーハウスの職員の皆さまに感謝と
お礼を申し上げます。本当に、ありがとうござい
ました。

冨田ゼミ・班長／
パナソニックAVCネットワークス労組システム支部書記長

澤田 順一 さわだ・じゅんいち

初日の夜には
一つのチームに
　1月7日～23日にかけて開催さ
れたIMF-JC第41回労働リー
ダーシップコースに参加させて
いただきました。まだ正月ボケも抜けきらない１月７日
の早朝に、２週間以上にも及ぶ長い合宿期間と、事前に
いただいたレベルの高い講義テキストに不安に駆られ
ながら広島を発ちました。
　しかしそのような不安を持っていただろう参加者た
ちも、初日の夜には一つのチームになることができる
組合役員のリーダーシップはさすがであった。
　今回の研修では「ワーク・ライフ・バランス」につ
いて冨田先生に指導をいただき８名のメンバーで時間
を忘れて議論をし、他の組合の現状・課題などを聞く
ことが出来ました。ゼミのメンバーで考えた「希望と
現実の差を埋めることで満足度を上げ、バランスがと
れる !」を定義としてワーク・ライフ・バランスの実現
に向け取り組んでいこうとしたことを、今回の感想文
の依頼で改めて思い返しました。
　参加する前は、非常に長い研修会であり積極的な気
持ちでの参加ではなかったのですが、研修も非常に濃
い内容であり、それ以上に39名の参加者と寝食を共
にすることで、人と人の繋がりができ多くのことを学
ぶことができたことは、私の今後の人生において貴重
な財産となりました。

冨田ゼミ・副班長／
三菱重工労組広島支部組織部長

片岡健太朗 かたおか・けんたろう

女性も是非参加してくだ
さい
　JCセミナーは、当労組の専従役
員の登竜門のようなセミナーで、
諸先輩たちが受講しており、皆か
ら「仲間ができる」「よい経験になる」と大絶賛の中送
りだされました。
　とはいえ、名簿を見ると女性らしき名前は私一人…。
少々の不安と緊張、そして素晴らしいセミナーだといい
な という期待を胸に小雪舞う関西セミナーハウスに到着
したことを懐かしく思います。
　実際セミナーでは、労働組合に関する話から、世界の
こと、宇宙のことなど、本当に幅広い知識を得ることが
できました。労働組合役員として、また人間として成長
のできる貴重な講義の数々でした。また、ゼミでは、仲
間と一つのことを徹底的に話し合うということもできま
した。少々時間切れになってしまった感はありますが、
スピード社会の昨今、あれだけ熱心に時間を掛けて話す
ことができたのは、貴重な経験であったと感じています。
　また、様々な業種、経験を持つ仲間と出会えたこと
も、喜びの一つです。同じ労働組合とはいえ、業種が異
なれば活動も様々です。そのようなことを体感できたこ
ともよい経験でした。このような業種を超えた仲間作り
のできるセミナーは大変素晴らしいセミナーだと思いま
す。たくさんの方が参加し（女性も是非参加してくださ
い！）、末永くセミナーが続くことをお祈りいたします。

冨田ゼミ／
パナソニック電工労組中央執行委員

下宮 有理 しもみや・ゆり

冨田ゼミ


